
スキルアップ補助金利用内容について

経済学研究科・金熙珍

・目的
本出張の目的は、2016月にアメリカのNew Orleans
にて開催された二つの国際会議（AJBS: Academy 
of Japanese Business Studies, AIB: 
Academy of International Business)に参加
の上、研究報告を行うためであった。AJBSは、経営学
の中でも日本に関連するテーマを研究する学者のコミュ
ニティであり、AIBは国際経営分野における最大の学会
である。両学会が同じ場所で連続して開かれることとなっ
たため、両方の学会に研究報告の申請をし、スキルアッ
プ補助金を活用した出張をした。

・研究内容紹介
本制度により、今回研究報告の機会が実現しましたことに深く感謝申し上げます。
研究スキルアップ経費を活用し海外学会で研究報告ができたことで、国内学会ではできない貴重な経験
と研鑚ができました。海外学会は国内で育った研究者がより多様な視点から鍛えられ、ネットワークを作
りながら海外研究者と共同研究ができる基盤となるため、今後もこういった支援政策は続いてほしいと思
います。

・講演等内容について
AJBSでは、‘Organizational 
Conditions for developing 
localized products: 
bottlenecks in 
headquarters’というテーマで、
AIBでは、‘Development of 
localized products and 
organizational resistance 
in headquarter: Evidence 
from Japanese 
multinational companies’を
テーマに研究報告を行った。

・旅程
平成28年6月23日 仙台→New 
Orleans
平成28年6月24日～6月29日 AJBS, 
AIBに出席
平成28年6月30日 New Orleans
発
平成28年7月1日 仙台着

・本制度を利用することによって得られた効果
AIB, AJBSへの参加及び研究報告を通じて、以下のような
成果が得られた。

第一に、主に日本企業のデータを用いて分析してきた私の研
究に関して、関連研究を行う世界中の研究者から大変有益か
つ発展的なコメントをいただき、ディスカッションすることができ
た。今後の研究を発展させていく上で大いに役立つと考える。

第二に、似た研究興味を持つ海外の研究者と交流することが
でき、今後の共同研究について模索するなど、ネットワークが
できたことも大きな成果である。

第三に、自分の研究報告以外の様々なセッションに参加する
ことで、最近の研究動向について学習することができた。


	スキルアップ補助金利用内容について�経済学研究科・金熙珍

